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１
．
は
じ
め
に

　

筆
者
が
１
９
９
８
年
１
月
に
動
物
福
祉

と
環
境
保
全
に
関
し
て
鶏
卵
肉
情
報
誌
に

原
稿
を
書
き
始
め
て
、
今
年
で
15
年
目
に

な
る
。
過
去
の
テ
ー
マ
は
内
外
の
動
き
と

イ
シ
イ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
情
報
提

供
で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
実
行
対
応
に
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。国
際
獣
疫
事
務
局（
Ｏ

Ｉ
Ｅ
）、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）、
米
国
、
国

内
、
ま
と
め
の
順
に
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
に
お
け
る
内
外
の
養
鶏
産
業
関
係

団
体
の
動
き
と
国
内
養
鶏
産
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

２
．
Ｏ
Ｉ
Ｅ

２
．
１
．
Ｏ
Ｉ
Ｅ
総
会

　

Ｏ
Ｉ
Ｅ
は
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
基

準
作
成
を
進
め
て
い
る
。
２
０
０
５
年
５

月
に
開
催
さ
れ
た
Ｏ
Ｉ
Ｅ
総
会
で
、
家
畜

の
輸
送
と
屠
殺
に
お
け
る
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
採
択
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
２
０
１
０
年
５
月
Ｏ
Ｉ
Ｅ

総
会
で
、
主
に
家
禽
を
中
心
に
家
畜
の
輸

送
と
屠
殺
の
追
加
改
正
が
行
わ
れ
た
。
続

い
て
、
２
０
１
０
年
９
月
に
Ｏ
Ｉ
Ｅ
は
ブ

ロ
イ
ラ
ー
生
産
と
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
・
コ
ー
ド
二
次
案
を
、
２
０
１
１
年
２

月
に
三
次
案
を
公
表
し
た
。 

２
０
１
１

年
５
月
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ
総
会
で
三
次
案
は
採
択

さ
れ
ず
作
業
部
会
に
戻
さ
れ
た
。し
か
し
、

２
０
１
２
年
５
月
の
第
80
回
Ｏ
Ｉ
Ｅ
総
会

で
、
遂
に
「
家
畜
生
産
シ
ス
テ
ム
に
お
け

る
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
関
す
る
一

般
原
則
案
」
と
新
設
の
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
と
肉
用
牛
生
産
シ
ス
テ
ム
」
が

特
段
の
意
見
な
く
承
認
さ
れ
た
。
２
０
１

２
年
５
月
24
日
に
Ｏ
Ｉ
Ｅ
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
で
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
事
務
局
長
は
以
下
の
よ
う

に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。「
２
０
１
１
年

に
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
加
盟
国
は
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
と
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
に
関
し
て
コ

ン
セ
ン
サ
ス
に
達
し
な
か
っ
た
が
、
今
年

の
家
畜
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
将
来
へ
の
大

き
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
。
こ
れ
は
肉
用
牛

以
外
の
畜
産
動
物
の
ア
ニ
マ
エ
ル
フ
ェ
ア

フ
ェ
ア
基
準
の
採
択
へ
と
道
を
開
く
歴
史

的
な
出
来
事
で
あ
る
」
―
―

２
．
２
．
Ｏ
Ｉ
Ｅ
連
絡
協
議
会

　

国
内
で
は
Ｏ
Ｉ
Ｅ
対
策
と
し
て
、
農

林
水
産
省
は
Ｏ
Ｉ
Ｅ
連
絡
協
議
会
を
開

催
し
て
い
る
。
２
０
１
１
年
12
月
７
日

に
開
催
さ
れ
た
平
成
23
年
度
第
３
回
Ｏ

Ｉ
Ｅ
連
絡
協
議
会
の
参
加
メ
ン
バ
ー
は
、

CH
A
PT
ER 7.1. A

rticle 7.1.4.

と
し
て

アニマルウェルフェアにおける
養鶏産業の実行対応

内外関係団体の動きと国内産業の取り組みについて

株式会社イシイ
　代表取締役社長　竹内正博

Animalwelfare
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追
加
さ
れ
た
「
家
畜
生
産
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
関
す
る

一
般
原
則
案
」と
新
設
の「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
と
肉
用
牛
生
産
シ
ス
テ
ム
」
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
筆
者
は
次

の
よ
う
に
口
頭
ま
た
は
文
章
で
報
告
し

た
。

　
〈
畜
産
生
産
に
お
け
る
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
の
原
則
に
、「
遺
伝
的
選
択
は
、

動
物
の
健
康
と
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

を
促
進
す
べ
き
で
あ
り
、
遺
伝
的
に
環
境

に
適
し
た
動
物
品
種
が
導
入
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
」と
い
う
項
目
が
入
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
イ
ラ
ー
で
は
跛
行
が
Ａ
Ｗ
問
題
と
し

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
原
因
と

し
て
考
え
ら
れ
る
増
体
に
関
連
し
て
、
体

重
が
急
激
に
増
加
し
な
い
方
向
で
遺
伝
的

選
択
（
育
種
改
良
）
が
行
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
育
種
改
良
の
大
き
な

転
機
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
の
案
は
基
本
的
に
Ｏ
Ｉ
Ｅ

基
準
案
を
認
め
て
お
り
、
農
林
水
産
省
は

世
界
標
準
に
す
る
に
は
数
値
の
規
定
は
現

実
的
で
は
な
い
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
わ
が
国
が
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
の
実
効
性
を
上
げ
る
た
め
に
数
値
目
標

を
ど
う
や
っ
て
い
く
の
か
今
後
の
問
題
と

思
わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー

基
準
の
第
三
次
ド
ラ
フ
ト
で
は
「
ア
ニ
マ

ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
測
定
項
目
の
た
め
の
数

値
は
商
業
的
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
の
た
め
に

国
、
統
括
区
域
ま
た
は
地
域
の
適
切
な
基

準
（
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
）
を
参
考
と
し
て
決
定

さ
れ
る
こ
と
を
奨
励
す
る
」 

と
し
て
い
ま

す
。
肉
用
牛
基
準
は
同
様
な
数
値
基
準
に

言
及
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
に
お
け
る
実
行
可
能
性
に
つ
い

て
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
基
準
の
各
項
目
に
つ
い
て
は

放
牧
と
赤
牛
は
問
題
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
霜
降
り
肉
生
産
で
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
欠

乏
に
よ
る
視
覚
障
害
が
時
々
起
こ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
特
に
Ｏ
Ｉ
Ｅ
基
準
ド
ラ
フ

ト
の
栄
養
の
分
野
で
問
題
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？　

考
察
と
し
て
、
項
目
は
常

識
的
な
こ
と
で
あ
り
、
栄
養
管
理
を
正
常

に
行
え
ば
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

行
政
は
こ
の
基
準
に
則
っ
て
家
畜
保
健
衛

生
所
を
通
じ
て
、
農
家
を
指
導
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

第
７
．
５
章
の
動
物
の
屠
殺
で
、
家
禽

に
電
流
を
流
し
た
水
槽
で
ス
タ
ン
ニ
ン
グ

す
る
場
合
の
最
低
電
流
を
整
備
に
つ
い

て
、
日
本
で
は
電
気
ス
タ
ニ
ン
グ
が
多
く

使
わ
れ
て
い
る
が
、
最
低
電
流
後
に
つ
い

て
第
三
者
的
な
研
究
と
現
場
調
査
が
必
要

と
思
う
。
考
察
と
し
て
、
食
鳥
検
査
制
度

の
見
直
し
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
〉

３
．
Ｅ
Ｕ

３
．
１
．
Ｅ
Ｕ
理
事
会
指
令

　

Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
、
養
鶏
の
鶏
舎
と
飼
育

管
理
に
お
け
る
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

基
準
の
実
施
が
進
ん
で
い
る
。す
な
わ
ち
、

２
０
１
０
年
６
月
か
ら
Ｅ
Ｕ
27
カ
国
は
Ｅ

Ｕ
肉
用
鶏
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
理
事

会
指
令
を
実
施
し
、
少
し
遅
れ
て
、
２
０

１
２
年
１
月
か
ら
Ｅ
Ｕ
27
カ
国
は
Ｅ
Ｕ
採

卵
鶏
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
理
事
会
指

令
を
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
―

―
　

養

鶏

サ

イ

ト(http://
w
w
w
.th
ep
ou
ltry

site.com
/

poultrynew
s/26052/m

ep-told-of-
unfair-com

petition-from
-eu-states

）

の
２
０
１
２
年
６
月
19
日
の
ニ
ュ
ー
ス
に

「
Ｅ
Ｕ
従
来
型
ケ
ー
ジ
飼
育
禁
止
理
事
会

指
令
違
反
」
と
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
つ
い
て
の

興
味
深
い
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
っ
た
。

　
「
Ｅ
Ｕ
27
カ
国
の
中
で
12
カ
国
、
４
９

０
０
万
羽
（
Ｅ
Ｕ
の
４
分
の
１
）
が
従
来

型
ケ
ー
ジ
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
従

来
型
ケ
ー
ジ
飼
育
を
禁
止
す
る
Ｅ
Ｕ
理
事

会
指
令
は
１
９
９
９
年
に
合
意
さ
れ
て
、

12
年
の
猶
予
期
間
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
も
し
12
カ
国
が
２
０
１
２
年
７
月
ま

で
に
採
卵
鶏
の
ケ
ー
ジ
飼
育
を
止
め
な
け

れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
は
欧
州
司
法
裁
判
所
で
の
罰

金
等
に
つ
い
て
法
的
な
手
段
を
検
討
す
る

と
し
て
い
る
。
英
国
養
鶏
協
会
は
２
０
１

２
年
４
月
、
英
国
が
２
０
１
２
年
２
月
13

日
ま
で
に
こ
の
指
令
を
遵
守
し
た
と
発
表

し
て
い
る
」

３
．
２
．
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
中
期

戦
略
（
２
０
１
２
年
〜
２
０
１
５
年
）

　

Ｅ
Ｕ
は
過
去
の
理
事
会
指
令
の
実
行
状

況
を
反
省
し
て
、
２
０
１
２
年
２
月
15

日
に
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
中
期
戦

略
（
２
０
１
２
年
〜
２
０
１
５
年
）
を
発

表
し
た
。
そ
の
要
点
は
、
す
べ
て
の
人
に

責
任
が
あ
る
と
い
う
原
則
か
ら
、
①
基
準

を
単
純
化
し
、
実
施
を
強
化
す
る
た
め
に

一
般
原
則
に
付
随
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域

の
問
題
点
に
対
応
②
動
物
保
有
者
お
よ
び

農
場
を
査
察
す
る
獣
医
師
の
訓
練
の
強
化

③
Ｅ
Ｕ
基
準
遵
守
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
加
盟

国
へ
の
支
援
④
動
物
福
祉
強
化
に
向
け
て

の
国
際
的
協
調
の
構
築
⑤
消
費
者
へ
の
情

報
提
供
と
彼
ら
の
意
思
決
定
力
の
強
化
で

あ
る
。
筆
者
は
個
人
的
に
、
今
後
の
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
評
価
基
準
は
、
東

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
含
む
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
シ
ン
プ
ル
か
つ
レ
ベ
ル

を
下
げ
て
、
単
純
化
す
る
方
向
に
あ
る
と
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解
釈
し
て
い
る
。EU

 A
nim
al W

elfare 
Strategy:2012-2015

に
つ
い
て
の
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

http://ec.europa.eu/food/anim
al/

w
elfare/docs/brochure_aw

_
strategy.pdf
http://ec.europa.eu/food/anim

al/
w
elfare/actionplan/docs/aw

_
strategy_19012012_en.pdf

４
．
米
国

４
．
１
．
米
国
国
家
チ
キ
ン
評
議
会

（N
ational C

hicken C
ouncil

＝
Ｎ
Ｃ

Ｃ
）

　

米
国
で
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
が
１
９
９
７

年
に
初
め
て
水
産
食
料
品
に
義
務
化
さ
れ

て
以
来
、
食
肉
と
食
鳥
業
界
へ
の
導
入
は

２
０
０
０
年
で
完
了
し
た
。
同
時
に
Ｎ
Ｃ

Ｃ
は
業
界
自
主
基
準
と
し
て
１
９
９
９
年

度
か
ら
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
・
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
作
成
と
改
正
を
消
費
者
の
視

点
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。
現
在
、
米
国

に
は
こ
の
分
野
に
お
け
る
法
律
は
存
在
し

な
い
が
、
チ
キ
ン
生
産
企
業
の
95
％
が
加

盟
す
る
Ｎ
Ｃ
Ｃ
が
、
業
界
の
自
主
ル
ー
ル

と
し
て
２
０
０
５
年
４
月
４
日
付
ブ
ロ
イ

ラ
ー
・
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
・
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
２
０
１
０
年
２
月
に
改
定
）

を
設
け
て
い
る
。
Ｎ
Ｃ
Ｃ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
鶏
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
関
す

る
技
術
と
管
理
要
求
事
項
を
含
み
、
養
鶏

場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
外
部
監
査
を
要
求

し
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
指
令
は
種
鶏
と
孵
卵
場

を
含
ま
な
い
が
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー

種
鶏
、
孵
卵
場
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
農
場
と
処

理
場
の
す
べ
て
を
含
む
ト
ー
タ
ル
イ
ン
テ

グ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
し
て
い
る
。

４
．
２
．
米
国
鶏
卵
生
産
者
（U

nited 
E
gg P

roducers=

Ｕ
Ｅ
Ｐ
）

　

近
年
、
米
国
で
は
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
採
卵

業
界
は
方
向
性
を
手
探
り
状
態
で
あ
っ
た

が
、
２
０
１
０
年
２
月
に
Ｕ
Ｅ
Ｐ
は
米
国

の
採
卵
鶏
群
の
た
め
の
畜
産
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
２
０
１
０
年
版
を
公
表
し
た
。
長

年
、
採
卵
鶏
の
従
来
型
ケ
ー
ジ
飼
育
に
つ

い
て
、
Ｕ
Ｅ
Ｐ
と
米
国
動
物
愛
護
協
会

（the H
um
an Society of the U

nited 
States

＝
Ｈ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）
は
対
立
し
て
い
た

が
、
そ
の
後
、
遂
に
妥
協
策
と
し
て
２
０

１
１
年
７
月
に
Ｕ
Ｅ
Ｐ
は
Ｈ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
と
採

卵
鶏
の
飼
育
に
関
し
、
従
来
型
ケ
ー
ジ
飼

養
禁
止
を
含
め
た
連
邦
法
制
定
を
提
案
す

る
こ
と
で
合
意
し
た
。
こ
れ
が
も
し
制
定

さ
れ
た
ら
、
家
畜
の
取
り
扱
い
に
対
処
す

る
初
め
て
の
連
邦
法
に
な
る
。
こ
こ
に
、

米
国
採
卵
産
業
は
将
来
進
む
方
向
性
を
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
決
め
た
。
２
０

１
２
年
５
月
24
日
付
の
Ｈ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
ニ
ュ
ー

ス
は
、
実
質
的
な
採
卵
ケ
ー
ジ
飼
養
禁
止

連
邦
法
案
が
上
院
に
上
程
さ
れ
た
と
伝
え

た
（
詳
細
は
４
．
３
）。

　

欧
米
を
比
較
す
る
と
、
12
年
前
の
１
９

９
９
年
に
Ｅ
Ｕ
は
採
卵
鶏
の
ケ
ー
ジ
禁
止

の
法
律
を
作
り
、
長
年
の
猶
予
期
間
が

あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、前
述
の
ご
と
く
、

Ｅ
Ｕ
諸
国
の
４
分
の
１
（
主
に
東
欧
、
南

欧
）
は
法
律
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

の
主
導
権
は
米
国
に
移
る
と
思
う
。

４
．
３
．
採
卵
鶏
の
飼
育
の
改
善
お
よ
び

採
卵
農
家
に
安
定
し
た
未
来
を
提
供
す
る

た
め
に
上
程
さ
れ
た
上
院
の
法
案

（
２
０
１
２
年
５
月
24
日
、
Ｈ
Ｓ
Ｕ
Ｓ

ニ
ュ
ー
ス
）

　

鶏
卵
企
業
と
動
物
福
祉
団
体
は
法
律
制
定
を

大
い
に
支
持
し
て
い
る
。
Ｈ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
と
Ｕ
Ｅ
Ｐ

は
ｓ
．
３
２
３
９
、
鶏
卵
生
産
査
察
法2012

年

修
正
項
（the Egg Products Inspection A

ct 

A
m
endm

ents of 2012

）、
が
米
国
上
院
に
お

い
て
共
同
提
案
者
のRichard Blum

enthal

（
民

主
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
）、Scott Brow

n

（
共
和
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
）、M

aria Cantw
ell

（
民

主
、
ワ
シ
ン
ト
ン
）、Jeff  M

erkley

（
民
主
、

オ
レ
ゴ
ン
）、D

avid V
itter

（
共
和
、
ル
イ
ジ

ア
ナ
）
お
よ
びRon W

yden

（
民
主
、オ
レ
ゴ
ン
）

の
各
上
院
議
員
と
と
も
にD

ianne Feinstein

上

院
議
員
（
民
主
、
カ
ル
フ
ォ
ニ
ア
）
に
よ
っ
て

導
入
さ
れ
た
こ
と
を
称
賛
す
る
。
こ
の
法
案
は

１
月
にK

urt Schrader

（
民
主
、
オ
レ
ゴ
ン
）、

Elton Gallegly

（
共
和
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
）、

Sam
 Farr

（ 

民
主
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
）
お
よ

びJeff  D
enham

（ 

共
和
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
）

の
各
下
院
議
員
に
よ
っ
て
上
程
さ
れ
た
ｈ
．
Ｒ
．

３
７
９
８
の
上
院
同
僚
法
案
で
あ
る
。

　

動
物
福
祉
と
農
業
に
対
す
る
強
い
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
に
促
さ
れ
て
、Feinstein

上
院
議
員
は

米
国
の
鶏
卵
生
産
に
供
さ
れ
て
い
る
２
億
８
０

０
０
万
羽
の
採
卵
鶏
の
飼
育
の
さ
ら
な
る
改
善

を
押
し
上
げ
、
同
時
に
採
卵
農
家
に
安
定
し
た

未
来
を
提
供
す
る
た
め
に
法
案
を
上
程
し
た
。

　

法
律
は
鶏
卵
生
産
者
に
対
し
て
採
卵
鶏
の
割

り
当
て
ス
ペ
ー
ス
を
基
本
的
に
２
倍
に
す
る
こ

と
、
お
よ
び
他
の
重
要
な
動
物
福
祉
の
改
善
を
、

農
家
が
よ
り
良
い
飼
育
に
投
資
す
る
時
間
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
た
多
段
階

的
導
入
期
間
中
に
行
な
う
こ
と
を
要
求
す
る
。

段
階
的
導
入
の
終
了
ま
で
に
は
鶏
卵
生
産
者
が

す
べ
て
同
じ
要
求
項
目
に
向
う
こ
と
を
保
証
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
法
律
で
は
企
業
、

動
物
福
祉
、
科
学
者
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
消
費
者

保
護
の
支
持
者
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
な
連
携
が
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い
つ
に
な
く
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
は
、

Ｕ
Ｅ
Ｐ
、Ｈ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
、米
国
獣
医
師
会（A

m
erican 

V
eterinary M

edical A
ssociation

）、
米
国
家

禽
疾
病
学
者
協
会
（A

m
erican A

ssociation 

of A
vian Pathologists

）、
家
禽
獣
医
師
会

（A
ssociation of A

vian V
eterinarians

）、

米
国
動
物
虐
待
保
護
協
会
（A

m
erican 

Society for the Prevention of C
ruelty 

to  A
nim
als

）、
農
場
保
護
団
体
（Farm

 

Sanctuary

）、
米
国
消
費
者
連
盟
（Consum

er 

Federation of A
m
erica

）、
全
米
消
費
者
連
盟

（N
ational Consum

ers League

）、
お
よ
び

州
並
び
に
地
域
の
農
業
と
鶏
卵
生
産
者
グ
ル
ー

プ
、
例
え
ば
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
鶏
卵
評
議
会
（the 

A
rkansas Egg Council

）、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア

採
卵
農
家
協
会
（A

ssociation of California 

Egg Farm
ers

）、
コ
ロ
ラ
ド
鶏
卵
生
産
者
協
会

（Colorado Egg Producers A
ssociation

）、

フ
ロ
リ
ダ
家
禽
協
会
（Florida Poultry 

A
ssociation

）、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
鶏
卵
協
会

（Georgia Egg A
ssociation

）、
ミ
シ
ガ
ン
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
協
会
（M

ichigan A
gri-Business 

A
ssociation

）、
ミ
シ
ガ
ン
家
禽
企
業
同
盟

（M
ichigan A

llied Poultry Industries

）、

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
褐
色
卵
評
議
会
（N

ew
 

England Brow
n Egg Council

）、
ノ
ー
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
鶏
卵
協
会
（N

orth Carolina Egg 

A
ssociation

）、
オ
ハ
イ
オ
鶏
卵
処
理
者
協
会

（O
hio Egg Processors A

ssociation

）

お

よ
び
ロ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ウ
ン
テ
ン
農
業
者
連
合

（Rocky M
ountain Farm

ers U
nion

）
が
あ

る
。

　

米
国
の
お
よ
そ
90
％
の
鶏
卵
を
生
産
す
る
農

業
者
の
代
表
で
あ
る
Ｕ
Ｅ
Ｐ
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の

Gene Gregory

は
「
こ
の
法
律
は
米
国
の
消
費

者
が
適
格
な
価
格
で
広
範
囲
に
、
中
断
が
な
い

鶏
卵
の
供
給
を
受
け
続
け
る
こ
と
を
保
証
す
る

だ
ろ
う
」、
ま
た
「
我
々
の
産
業
は
異
な
り
、
か

つ
矛
盾
す
る
州
法
あ
る
い
は
住
民
投
票
の
成
立

の
寄
せ
集
め
に
よ
っ
て
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
は
食
料
雑
貨
商
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

食
品
製
造
業
者
お
よ
び
消
費
者
に
と
っ
て
致
命

的
で
あ
る
鶏
卵
の
州
間
の
交
易
の
自
由
を
阻
害

す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

Ｈ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
で
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の

W
ayne Pacelle

は
「
こ
の
法
律
は
Ｈ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
と

Ｕ
Ｅ
Ｐ
と
の
間
の
妥
協
案
で
あ
る
。
両
組
織
は

動
物
福
祉
、
産
業
お
よ
び
国
家
全
体
の
た
め
に

良
い
解
決
法
を
見
出
す
た
め
に
能
力
一
杯
ま
で

働
か
せ
た
」、
ま
た
「
議
会
は
主
要
な
利
害
関
係

者
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
問
題
解
決
を
承
認
す
る

以
外
に
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
」
と
述
べ
て
い

る
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
次
世
代
採
卵
農
家
で
、
Ｕ

Ｅ
Ｐ
の
議
長
で
あ
るD

avid Lathem

は
「
こ
れ

は
採
卵
農
家
が
要
求
し
か
つ
生
き
残
り
に
必
要

な
法
律
で
あ
る
」、
ま
た
「
そ
れ
は
鶏
卵
生
産
査

察
法
の
修
正
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
採
卵
農
家
に

の
み
影
響
を
与
え
る
。
他
の
農
家
に
は
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
な
い
。
我
々
は
上
院
議
員
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
感
謝
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

鶏
卵
生
産
査
察
法
２
０
１
２
年
修
正
項
は
―
―

◎
従
来
型
ケ
ー
ジ
は
十
分
な
段
階
的
導
入
期
間

中
に
各
々
の
採
卵
鶏
に
現
在
の
ス
ペ
ー
ス
の
お

よ
そ
２
倍
の
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
す
る
新
し
い
、

エ
ン
リ
ッ
チ
コ
ロ
ニ
ー
飼
育
シ
ス
テ
ム
に
置
き

換
え
る
こ
と
を
要

求
す
る

◎
段
階
的
導
入
の
後
に
は
、
す
べ
て
の
採
卵
鶏

に
は
止
ま
り
木
、
巣
箱
及
び
引
っ
か
き
場
所

な
ど
環
境
エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
提
供
さ
れ

る
こ
と
を
要
求
す
る

◎
鶏
卵
生
産
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
方
法

を
消
費
者
に
通
知
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
鶏

卵
の
カ
ー
ト
ン
を
全
国
的
に
標
識
す
る
こ
と

を
要
求
す
る
＝
「
ケ
ー
ジ
飼
育
由
来
の
鶏
卵
」、

「
エ
ン
リ
ッ
チ
ケ
ー
ジ
飼
育
由
来
の
鶏
卵
」、

「
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
飼
育
由
来
の
鶏
卵
」及
び「
フ

リ
ー
レ
ン
ジ
飼
育
由
来
の
鶏
卵
」

◎
産
卵
サ
イ
ク
ル
を
伸
ば
す
た
め
の
餌
あ
る
い

は
水
を
断
っ
た
換
羽
を
禁
止
す
る
。
実
際
的

に
は
Ｕ
Ｅ
Ｐ
認
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
で
に
禁

止
さ
れ
て
い
る

◎
採
卵
鶏
の
安
楽
死
に
は
米
国
獣
医
師
会
に

よ
っ
て
認
証
さ
れ
た
基
準
を
要
求
す
る

◎
鶏
舎
内
の
過
度
の
ア
ン
モ
ニ
ア
レ
ベ
ル
の
禁

止
お
よ
び
、
こ
れ
ら
の
要
求
項
目
に
適
合
し

な
い
鶏
卵
・
鶏
卵
製
品
の
輸
送
お
よ
び
販
売

を
禁
止
す
る
。
も
し
法
律
が
成
立
す
る
と
、

提
言
は
今
後
15
年
か
ら
18
年
に
わ
た
り
定
期

的
に
生
産
者
に
多
段
階
的
に
採
卵
鶏
１
羽
当

り
の
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
す
こ
と
を
要
求
す
る

だ
ろ
う
。（
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
段
階
的
導
入

は
州
の
以
前
の
住
民
投
票
に
従
っ
て
、
よ
り

速
く
な
る
）。
現
在
、
多
く
の
採
卵
鶏
は
１
羽

当
り
67
平
方
イ
ン
チ
で
、
４
０
０
０
万
羽
は

48
平
方
イ
ン
チ
で
あ
る
。
提
言
さ
れ
た
段
階

的
導
入
で
は
最
終
的
に
は
、
全
国
的
に
白
色

種
で
は
最
低
１
２
４
平
方
イ
ン
チ
、
褐
色
種

で
は
１
４
４
平
方
イ
ン
チ
と
な
る
。

　

こ
の
法
律
が
通
過
す
る
の
と
並
行
し
て
、
将

来
す
べ
て
の
州
で
許
容
さ
れ
る
採
卵
鶏
の
飼
育

シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
透
明
性
を
提
供
す
る
希
望

を
も
っ
て
、
農
家
は
す
で
に
エ
ン
リ
ッ
チ
ケ
ー

ジ
飼
育
シ
ス
テ
ム
へ
の
投
資
を
開
始
し
て
い
る
。

（
大
滝
与
三
郎
獣
医
師
訳
）

５
．
国
内

５
．
１
．
海
外
（
タ
イ
・
英
国
・
ブ
ラ
ジ

ル
）
で
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
ブ

ロ
イ
ラ
ー
生
産
実
態
調
査
計
画

　

農
林
水
産
省
は
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
に
対
応
し
た
家
畜
福
祉
に
関
す
る

検
討
会
で
採
卵
鶏
と
ブ
ロ
イ
ラ
ー
分
科
会

を
各
２
年
間
開
催
し
、
２
０
０
９
年
３
月
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に
採
卵
鶏
の
飼
養
管
理
指
針
、
２
０
１
０

年
３
月
に
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
養
管
理
指
針
が

㈳
畜
産
技
術
協
会
か
ら
公
表
さ
れ
た
。

民
間
ベ
ー
ス
で
は
、
２
０
１
１
年
12
月
に

筆
者
は
国
産
食
鳥
推
進
委
員
会
（
阿
部
荘

介
会
長
）
の
役
員
会
で
次
の
よ
う
に
調
査

企
画
案
を
提
案
し
た
。
そ
の
後
の
数
回
に

わ
た
る
検
討
を
経
て
、
２
０
１
２
年
５
月

30
日
の
役
員
会
で
、海
外
（
タ
イ
と
英
国
）

で
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
ブ
ロ
イ

ラ
ー
生
産
実
態
調
査
予
算
が
正
式
に
承
認

さ
れ
た
。
調
査
時
期
は
タ
イ
が
２
０
１
２

年
７
月
に
、
英
国
が
８
月
と
決
ま
っ
た
。

こ
の
調
査
報
告
書
と
報
告
会
に
期
待
し
て

欲
し
い
。
個
人
的
な
意
見
だ
が
今
後
、
日

本
食
鳥
協
会
が
行
政
に
対
し
て
農
場
検
査

制
度
の
提
言
を
行
う
際
、
こ
の
調
査
報
告

書
は
貴
重
な
資
料
と
な
る
と
思
う
。

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
調
査
企
画
案

２
０
１
１
年
12
月
14
日

株
式
会
社
イ
シ
イ　

竹
内
正
博

目
的
：
㈳
日
本
食
鳥
協
会
と
会
員
事
業
者

に
と
っ
て
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
へ

の
準
備
の
参
考
の
た
め
の
海
外
チ
キ
ン
事

業
者
の
実
態
調
査

実
施
時
期
：
２
０
１
２
年
春
〜
夏

調
査
機
関
：
東
北
大
学
大
学
院
農
学
研
究

科
家
畜
福
祉
学
寄
附
講
座

調
査
内
容
：

⑴
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
は
国
産
チ
キ

ン
生
産
事
業
者
と
チ
キ
ン
・
調
製
品
輸

入
事
業
者
に
プ
ラ
ス
か
マ
イ
ナ
ス
か
？

⑵
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
は
国
産
チ
キ

ン
生
産
事
業
者
と
チ
キ
ン
・
調
製
品
輸

入
事
業
者
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

す
か
？　

そ
し
て
、
事
業
者
は
ど
の
よ

う
な
準
備
を
ど
の
よ
う
に
行
え
ば
良
い

か
？

⑶
欧
米
の
国
産
チ
キ
ン
生
産
事
業
者
と
チ

キ
ン
・
調
製
品
輸
入
事
業
者
は
ど
の
よ

う
に
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
対
応

し
て
い
る
の
か
？

　

ま
た
、
東
北
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科

家
畜
福
祉
学
寄
附
講
座
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
で

の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
ブ
ロ
イ

ラ
ー
生
産
実
態
調
査
を
す
る
こ
と
に
し

た
。ブ
ラ
ジ
ル
は
鶏
肉
輸
出
大
国
で
あ
る
。

調
査
時
期
は
２
０
１
２
年
９
月
を
予
定
し

て
い
る
。
同
様
に
、
こ
の
調
査
報
告
書
と

報
告
会
を
期
待
し
て
欲
し
い
。

５
．
２
．
東
北
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科

家
畜
福
祉
学
寄
附
講
座
（
イ
シ
イ
単
独
：

２
０
０
８
年
10
月
〜
２
０
１
１
年
３
月
、

８
社
共
同
：
２
０
１
１
年
４
月
〜
）

　

講
座
支
援
（
企
業
は
単
独
か
ら
共
同
に

移
行
し
た
。
８
社
（
①
日
本
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
・
フ
ラ
イ
ド
・
チ
キ
ン
株
式
会
社
、

②
有
限
会
社
北
海
道
種
鶏
農
場
、
③
赤
鶏

農
業
協
同
組
合
、
④
プ
ラ
イ
フ
ー
ズ
株
式

会
社
第
一
ブ
ロ
イ
ラ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
、
⑤

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ー
ム
、
⑥
株
式

会
社
ア
ク
シ
ー
ズ
、
⑦
株
式
会
社
ニ
イ
ブ

ロ
、
⑧
株
式
会
社
イ
シ
イ
）
か
ら
な
る
共

同
寄
附
講
座
が
２
０
１
１
年
４
月
よ
り
始

ま
っ
た
。
２
０
１
２
年
６
月
６
日
に
開
催

さ
れ
た
意
見
交
換
会
で
筆
者
は
次
の
よ
う

に
報
告
し
た
。

Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
今
年
度
総
会
と
今
後

２
０
１
２
年
６
月
６
日

竹
内
正
博

　

２
０
１
２
年
５
月
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ
総
会
報
告

を
行
う
。
Ｏ
Ｉ
Ｅ
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
２

０
１
２
年
５
月
24
日
）
で
、「
２
０
１
２

年
度
総
会
で
２
０
１
１
年
に
ブ
ロ
イ
ラ
ー

生
産
と
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
つ
い

て
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
肉
用
牛

生
産
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ド
が
特
段
の
意
見
な

く
承
認
さ
れ
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は

他
の
家
畜
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
基
準

の
採
択
に
大
き
な
道
を
開
く
」
と
事
務
局

長
が
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
る
。

　

家
畜
生
産
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ア
ニ
マ

ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
関
す
る
一
般
原
則
案

が
今
回
の
総
会
で
承
認
さ
れ
た
。
一
般
原

則
10
箇
条
の
第
１
条
は
育
種
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
触
れ
て
い
る
。
１
．
遺
伝
的
選

択
は
動
物
の
健
康
と
福
祉
を
促
進
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
動
物
の
品
種
は
、
彼
等

が
遺
伝
的
に
適
合
で
き
る
環
境
に
の
み
導

入
さ
れ
な
け
ば
な
ら
な
い
。
鶏
の
育
種
の

あ
り
方
に
制
限
を
行
っ
た
の
は
画
期
的
で

あ
る
。
今
後
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
育
種
の
重
点

は
、
鶏
の
増
体
重
量
か
ら
飼
料
要
求
率
と

育
成
率
改
善
の
方
向
に
移
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。

　

嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
お
知
ら
せ
し
た

い
。
農
林
水
産
省
の
川
島
動
物
衛
生
課

長
（
写
真
１
）
が
日
本
人
と
し
て
は
初
め

て
Ｏ
Ｉ
Ｅ
理
事
に
選
出
さ
れ
た
。
理
事
会

は
、
総
会
議
長
、
副
議
長
、
前
議
長
、
お

よ
び
６
名
の
理
事
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
Ｏ

Ｉ
Ｅ
の
財
務
内
容
や
組
織
戦
略
な
ど
を
審

議
す
る
重
要
な
会
議
で
あ
る
。
ま
た
、
陸

生
動
物
衛
生
規
約
（
コ
ー
ド
委
員
会
）
の

委
員
に
筒
井
俊
之
氏
（
独
立
行
政
法
人
農

業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
動
物

衛
生
研
究
所
ウ
イ
ル
ス
・
疫
学
研
究
領
域

長
補
佐
）
が
選
出
（
日
本
人
初
）
さ
れ
た
。

Ｏ
Ｉ
Ｅ
に
は
四
つ
の
専
門
委
員
会
（
コ
ー

ド
、
科
学
、
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
お
よ
び
水
生

動
物
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
コ
ー
ド
委



鶏　卵　肉　情　報57

員
会
は
、
動
物
衛
生
等
に
関
す
る
国
際
基

準
（
コ
ー
ド
）
の
作
成
・
改
正
を
行
う
最

も
重
要
な
委
員
会
で
あ
る
。
ま
た
、
藤
田

陽
偉
前
Ｏ
Ｉ
Ｅ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
代
表

（
元
農
林
水
産
省
畜
産
局
衛
生
課
長
）
が
、

Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
最
高
名
誉
賞
で
あ
る
金
賞
を
受

賞
し
た
。
金
賞
は
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
活
動
に
関

連
し
た
国
際
的
な
獣
医
サ
ー
ビ
ス
へ
の
顕

著
な
貢
献
に
対
す
る
受
賞
で
あ
る
。
こ
う

し
た
農
林
水
産
省
関
係
者
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ
へ
の

参
画
は
、
世
界
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
す

る
、
世
界
に
出
よ
う
と
す
る
意
気
込
み
が

感
じ
ら
れ
る
。

　

２
０
０
４
年
、２
０
０
８
年
に
続
い
て
、

第
３
回
Ｏ
Ｉ
Ｅ
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

国
際
会
議
が
２
０
１
２
年
11
月
６
日
〜
８

日
に
ア
ジ
ア
で
初
め
て
マ
レ
ー
シ
ア
で
開

催
さ
れ
る
。
会
議
目
的
は
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
基
準
の
推
進
で
あ
り
、
議
題
の

一
つ
は
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
関
す

る
世
界
貿
易
の
推
進
で
あ
る
。
日
本
は
ア

ジ
ア
で
の
議
長
国
で
あ
る
の
で
、
ア
ニ
マ

ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
推
進
に
つ
い
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

２
０
１
２
年
５
月
30
日
に
、
国
産
食
鳥
推

進
委
員
会
は
２
０
１
２
年
夏
に
実
施
す
る

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
海
外
（
タ
イ

と
英
国
）
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
調
査
予
算
を

承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

も
う
１
カ
国
の
調
査
を
行
い
た
い
の
で

す
が
、
予
算
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
共

同
支
援
企
業
の
皆
さ
ん
に
親
川
助
教
と

小
原
研
究
員
の
ブ
ラ
ジ
ル
調
査
出
張
経

費
負
担
を
お
願
い
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
も
微
力
な
が
ら
調
査
の
世
話
役

を
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ロ

イ
ラ
ー
業
界
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
で
す
が
、
こ
の
調
査
報
告
書
が
第

３
回
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
国
際
会

議
に
参
加
さ
れ
る
農
林
水
産
省
と
研
修

者
関
係
者
に
役
立
つ
資
料
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

５
．
３
．
イ
シ
イ
の
取
り
組
み

　

50
年
以
上
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
産
業
の
課
題

は
世
代
交
代
と
設
備
更
新
対
応
に
も
あ

る
。
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
取
り
組

む
た
め
に
、
共
同
寄
附
講
座
参
画
と
同
時

に
、
㈱
イ
シ
イ
独
自
で
は
若
い
社
員
４

名
か
ら
な
る
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
・

チ
ー
ム
（
Ａ
Ｗ
チ
ー
ム
）（
写
真
２
）
を

２
０
１
１
年
５
月
に
編
成
し
た
。
こ
の

チ
ー
ム
は
原
種
、
種
鶏
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
実
地
調
査
を

行
い
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
指
標
の
採
点
を
行
い
、
指

標
の
数
値
目
標
を
作
成
し
、
指
標
を
ク
リ

ア
ー
す
る
予
定
で
あ
る
。
生
産
農
家
ま
た

は
事
業
者
に
と
っ
て
、
農
場
と
鶏
舎
に
あ

ま
り
お
金
を
使
わ
ず
に
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
指
標
が
ク
リ
ア
ー
で
き
、
飼
育

成
績
ア
ッ
プ
で
利
益
が
増
加
す
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、

改
善
チ
ー
ム
（
先
輩
社
員
）
と
改
善
チ
ー

ム
・
ジ
ュ
ニ
ア
（
新
入
社
員
）（
写
真
３
）

を
２
０
１
２
年
４
月
に
編
成
し
た
。
５
名

か
ら
な
る
改
善
チ
ー
ム
・
レ
デ
ィ
ス
（
２

０
１
３
年
度
入
社
予
定
の
全
員
農
学
部
卒

の
女
性
）も
ス
タ
ー
ト
す
る
。上
記
４
チ
ー

ム
（
19
名
中
14
名
の
農
学
部
卒
若
手
社
員

含
む
）
に
、
後
継
者
の
世
代
交
代
と
設
備

の
更
新
時
期
に
あ
る
農
場
で
の
人
材
育
成

と
設
備
改
善
を
期
待
し
て
い
る
。

写真１　OIE理事に選ばれた農林水産省の川島動物
　　　　衛生課長（左）
　出所：家畜衛生週報No.3207（2012年6月18日）

写真２　アニマルウェルフェア・チーム写真３　改善チームと改善チーム・ジュニア
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最
後
に
Ａ
Ｗ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
改
善

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
志
を
紹
介
し
た
い
。

「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
Ａ
Ｗ
）の『
ア

ニ
マ
ル
』
に
は
家
畜
だ
け
で
な
く
人
間
も

含
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
持
論
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
人
と
家
畜
は
と
も
に
繁
栄

し
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
よ
い
共
存
関
係
を

築
き
、
持
続
可
能
な
畜
産
を
続
け
る
た
め

に
家
畜
福
祉
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
Ａ

Ｗ
畜
産
は
生
産
者
へ
の
労
働
環
境
改
善
と

利
益
、
消
費
者
に
安
全
・
安
心
、
流
通
業

者
に
利
益
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
る
こ
と

が
、
理
想
で
あ
る
。
日
本
よ
り
20
年
先
を

行
く
欧
米
の
事
例
を
参
考
に
す
る
と
、
こ

の
理
想
を
実
現
さ
せ
る
の
は
、
農
場
評
価

方
法
な
ら
び
に
認
証
制
度
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
近
年
の
Ａ
Ｗ
に
関
す
る
国
内
外
の
動

き
は
目
覚
し
く
、
国
内
で
も
対
応
策
を
模

索
す
る
生
産
企
業
が
増
え
て
お
り
、
時
代

の
流
れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
直
に
感
じ

る
。
こ
れ
か
ら
や
る
べ
き
は
、
世
界
の
動

向
を
把
握
し
な
が
ら
、
日
本
の
生
産
現
場

の
実
態
を
調
査
し
、
日
本
型
家
畜
福
祉
畜

産
の
方
向
性
を
示
す
結
果
を
出
す
こ
と
で

あ
ろ
う
。
同
志
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
」（
Ａ
Ｗ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）

　
「
高
齢
化
と
設
備
の
老
朽
化
に
直
面
し

て
い
る
養
鶏
分
野
に
と
っ
て
、
後
継
者
の

育
成
と
老
朽
設
備
の
改
善
は
避
け
て
は
通

れ
な
い
課
題
で
あ
る
。
従
来
の
よ
う
な
経

験
を
軸
に
し
た
飼
育
方
法
だ
け
で
は
日
々

育
種
改
良
が
進
む
現
在
の
鶏
種
に
対
応
す

る
事
は
で
き
な
い
。
我
々
改
善
チ
ー
ム
の

役
目
は
こ
の
部
分
を
埋
め
る
事
で
あ
る
。

社
長
は
敢
え
て
改
善
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

の
ほ
と
ん
ど
を
種
鶏
飼
育
未
経
験
者
で
編

成
し
た
。
経
験
者
の
下
で
共
に
仕
事
を

し
、
知
識
を
学
び
、
そ
の
上
で
設
備
、
飼

育
方
法
を
改
善
す
る
。
こ
れ
は
あ
る
意
味

で
現
在
を
否
定
す
る
事
も
含
む
た
め
決
し

て
簡
単
な
事
で
は
な
い
。
だ
が
そ
こ
を
否

定
し
な
け
れ
ば
現
状
を
打
開
す
る
事
は
で

き
ず
、
養
鶏
産
業
は
衰
え
て
い
く
の
み
で

あ
る
。
現
在
は
メ
ン
バ
ー
全
員
が
そ
の

意
味
を
知
る
時
を
迎
え
、
デ
ー
タ
の
裏
付

け
、
海
外
飼
育
方
式
及
び
他
社
を
リ
ス
ペ

ク
ト
し
た
事
項
を
取
り
入
れ
た
飼
育
方
法

で
、
成
績
向
上
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い

る
。
来
年
、
改
善
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は

さ
ら
に
増
員
さ
れ
る
が
、
例
え
ど
ん
な
事

が
あ
っ
て
も
こ
の
志
は
変
わ
ら
ず
継
承
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
改
善
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
）

６
．
ま
と
め

　

振
り
返
る
と
、
国
内
ブ
ロ
イ
ラ
ー
出
荷

羽
数
は
１
億
羽
（
47
年
前
の
昭
和
40
年
＝

１
９
６
５
年
）
か
ら
７
億
羽
（
27
年
前
の

昭
和
60
年
＝
１
９
８
５
年
）
へ
、
20
年
間

に
急
成
長
し
た
。
国
内
ブ
ロ
イ
ラ
ー
産
業

と
比
較
し
て
、
中
国
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
産
業

は
日
本
の
37
年
前
、
１
９
７
５
年
の
時
期

に
あ
り
、
発
展
途
上
に
あ
る
よ
う
に
感
じ

る
。

　

欧
米
で
は
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
が

実
行
段
階
に
あ
る
。
50
年
以
上
に
な
る
国

内
養
鶏
産
業
は
世
代
交
代
と
設
備
更
新
時

期
を
迎
え
て
い
る
。
飼
料
価
格
が
世
界
で

ス
イ
ス
に
次
い
で
高
い
日
本
に
お
い
て
、

飼
料
、
鶏
卵
・
鶏
肉
、
種
鶏
分
野
の
コ
ス

ト
で
は
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
き
た

が
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
で
の
飼
養

管
理
分
野
で
は
、
養
鶏
業
界
は
十
分
に
世

界
と
競
争
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。

　

Ｏ
Ｉ
Ｅ
第
Ｘ
Ｘ
Ｘ
章
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
と
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
の
第
４
条

（
三
次
案
）で
、「
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
の
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
の
指
標
と
し
て
の
数
値
は
、
国

際
、
セ
ク
タ
ー
あ
る
い
は
地
域
の
適
切
な

基
準
を
参
照
し
て
決
定
す
る
こ
と
を
推
奨

す
る
」
と
あ
る
。
今
後
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
の
観
点
か
ら
い
く
つ
か
新
し
い

Ｏ
Ｉ
Ｅ
指
標
に
つ
い
て
は
、業
界
団
体
が
、

新
し
い
Ｏ
Ｉ
Ｅ
コ
ー
ド
と
日
本
の
「
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
考
え
方
に
対
応
し

た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
養
管
理
指
針
」
を
議
論

し
て
、
国
内
の
農
場
と
処
理
場
で
の
実
態

把
握
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
。さ
ら
に
、

海
外
の
現
地
農
場
・
処
理
場
視
察
と
実
態

調
査
研
究
も
行
い
、
業
界
関
係
者
が
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
を
掴
む

必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
は
ブ
ロ

イ
ラ
ー
に
限
ら
ず
採
卵
鶏
で
も
行
わ
れ
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

２
０
１
２
年
夏
に
国
産
食
鳥
推
進
委
員

会
は
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
海
外

（
タ
イ
と
英
国
）
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
調
査

支
援
を
計
画
し
て
い
る
。
共
同
支
援
企
業

も
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
ブ
ラ
ジ
ル

の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
調
査
支
援
を
計
画
し

て
い
る
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
業
界
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、こ
の
調
査
報
告
書
が
採
卵
業
界
と
、

２
０
１
２
年
11
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
催

予
定
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ
第
３
回
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
国
際
会
議
に
参
加
さ
れ
る
農
林
水

産
省
担
当
者
と
研
究
者
に
役
立
つ
資
料
に

な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。


